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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬剤送達装置であって、
　薬剤容器（１２）を収容するように配置されるハウジング（１０）と、
　前記ハウジング中に配置され、薬剤の用量を放出するために、前記薬剤容器内に位置付
けられた可動ストッパに作用することが可能な駆動ユニットとを備え、前記駆動ユニット
は、細長いプランジャーロッド（１６）および、前記プランジャーロッドにかかる対称な
荷重を付与するように前記プランジャーロッドに作動可能に接続された二重の背中合わせ
荷重バネアセンブリを含み、前記薬剤送達装置はさらに、
　前記駆動ユニットに作動可能に接続され、作動の際に、前記駆動ユニットを解放するこ
とが可能なロックおよび解放機構を備え、前記ロックおよび解放機構は、前記プランジャ
ーロッドに作動可能に接続された保持部材（７０）、前記保持部材に作動可能に接続され
たロテータ部材（３０）、および、前記ハウジングに対して直線的に摺動可能であり、前
記ロテータ部材に作動可能に接続された管状始動部材（４８）を含み、
　前記保持部材（７０）は、前記ハウジングに固定して取付けられ、かつ、前記プランジ
ャーロッド（１６）がそれを通って延在する概して管状のロック管（２０）および、近位
方向に向かって開いている半円柱として設計され、前記二重の背中合わせ荷重バネアセン
ブリを収納する２つの台座（５０）を含むことを特徴とし、前記ロック管（２０）は、前
記プランジャーロッドおよび前記ロテータ部材の両方と相互作用するように構成された弾
力性のロックおよび解放手段（２２）を含み、
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　前記始動部材の近位端が薬物送達部位に押し当てられるとき、前記始動部材が直線的に
遠位に変位することで前記ロテータ部材を回転させ、前記ロテータ部材が回転することで
前記弾力性のロックおよび解放手段を前記プランジャロッドをロックする位置から解放す
る位置に移動させる、薬剤送達装置。
【請求項２】
　前記二重の背中合わせ荷重バネアセンブリは、前側表面（５３）および裏側表面（５４
）を有するストリップ材料の２つのバネ（５２）を含み、前記ストリップ材料は、外端（
５５）を有するしっかりと巻付けられたロールに形付けられ、予め張力がかけられており
、前記巻付けられたロールの各々は、前記保持部材の対応する台座（５０）中に載置され
、互いに向かい合う裏側表面を有する各外端は、前記プランジャーロッドの遠位端に取付
けられた横方向ポスト（１７）の各側面に取付けられている、請求項１に記載の薬剤送達
装置。
【請求項３】
　前記弾力性のロックおよび解放手段は、２つの対向して位置付けられる、径方向の柔軟
な舌部（２２）であり、前記舌部（２２）の各々は、第１の径方向に内側に向けられた突
出部（２４）および第１の径方向に外側に向けられた突出部（２６）を有する、請求項１
または２に記載の薬剤送達装置。
【請求項４】
　前記プランジャーロッドおよび前記バネアセンブリは、前記プランジャーロッドの近位
端が、前記薬剤容器内で遠位端に位置付けられる前記ストッパに当接し、かつ、前記スト
リップ材料の一部が解かれ、前記プランジャーロッドの各側面で平行に延在する、荷重の
かかった状態と、前記プランジャーロッドが前記薬剤容器内で近位端に位置付けられる前
記ストッパに当接し、かつ、前記ストリップ材料が巻上げられている、緩められた状態と
の間を動くように配置されている、請求項３に記載の薬剤送達装置。
【請求項５】
　前記ロテータ部材（３０）は、内側棚（２８）および内側溝（２９）を有する内周面と
、前記ロテータ部材の対向側に２つの経路（３６）を形成する多数の外側ガイド（３４）
を有する外周面とを含む、請求項４に記載の薬剤送達装置。
【請求項６】
　前記ロテータ部材は、前記第１の径方向に内側に向けられた突出部（２４）が前記プラ
ンジャーロッド（１６）の凹部（１８）内に嵌め込まれ、前記プランジャーロッドおよび
前記バネアセンブリを前記荷重のかかった状態に保持するように、前記第１の径方向に外
側に向けられた突出部（２６）と前記内側棚（２８）との間の相互作用により前記径方向
の柔軟な舌部（２２）を径方向に内側に押し込む、ロックされた位置から、前記第１の径
方向に内側に向けられた突出部（２４）が、前記プランジャーロッド（１６）の前記凹部
（１８）から離脱し、前記プランジャーロッドおよび前記バネアセンブリを前記荷重のか
かった状態から解放するように、前記第１の径方向に外側に向けられた突出部（２６）と
前記ロテータ部材の内面の前記内側溝（２９）との間の相互作用により前記径方向の柔軟
な舌部（２２）を径方向に外側に押し出す、解放された位置に回転されるように配置され
る、請求項５に記載の薬剤送達装置。
【請求項７】
　前記管状始動部材（４８）は、前記ハウジングの前記近位端から突出している概して管
状の近位部（４６）および、２つの長手方向に延在するアーム（４４）を含み、前記長手
方向に延在するアーム（４４）の各々は、第２の径方向に内側に向けられた突出部（４２
）を含み、前記第２の径方向に内側に向けられた突出部（４２）は、前記概して管状の近
位部（４６）が薬物送達部位に押し当てられるとき、前記始動部材が直線的に遠位に変位
し、前記ロテータを前記ロックされた位置から前記解放された位置に回転させるように、
前記ロテータ部材の前記外面上の前記経路（３６）内に相互作用するように配置されてい
る、請求項６に記載の薬剤送達装置。
【請求項８】
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　前記薬剤送達装置はさらに、前記ハウジングの遠位端を通って延在し、かつ、前記始動
部材に作動可能に接続された近位端を有する安全ロック部材（５６）を備え、前記安全ロ
ック部材は、前記始動部材が前記薬物送達部位に押し当てられるとき、前記安全ロック部
材が前記始動部材にロックされ、前記始動部材が直線的に遠位に変位しないようにする、
第１の位置と、前記始動部材が前記薬剤送達部位に押し当てられるとき、前記安全ロック
部材が前記始動部材から解除され、前記始動部材が直線的に遠位に変位できるようにする
、第２の位置との間で可動である、請求項７に記載の薬剤送達装置。
【請求項９】
　前記薬剤送達装置は、使い捨て自動注入装置である、請求項１～８のいずれかに記載の
薬剤送達装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　技術分野
　本発明は、薬剤送達装置に関し、特に、薬剤の用量を送達するために、駆動ユニットか
らある力特徴を付与することが可能な装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　発明の背景
　多くの薬剤送達装置は、たとえば、注射針などの薬剤送達部材を通して薬剤の用量を放
出するために、薬剤容器内に配置されている可動ストッパに作用することが可能な駆動バ
ネからしばしば成る、自動的な用量送達機能を有している。
【０００３】
　薬剤送達装置における自動送達機構は、しばしば、圧縮された螺旋状の駆動バネを含み
、駆動バネは、作動の際、プランジャーロッドに作用して、それを装置の近位方向に付勢
する。圧縮された圧縮バネは、ストッパのいわゆる解放力（break loose force）を克服
するのに十分に大きな力を付与する、すなわち、薬剤容器の内壁からストッパを解放し、
完全に伸長した状態のバネは、通常、完全な復元状態ではないが、用量の送達を完了させ
るのに十分に大きな力を付与するだけでなく、ガラス製の薬剤容器を破損させてしまう可
能性もある。
【０００４】
　これに対処するために、一部の装置は、しっかりと巻付けられたロールに形付けられ、
予め張力がかけられたストリップ材料からなるコイルバネである、いわゆる定荷重バネを
利用している。バネは、直線的な移動、たとえば、プランジャーロッドを近位方向に動か
す際などに用いられ、そのたわみの間中、ほぼ一定力を生み出す。文献ＵＳ５，４７８，
３１６は、用量送達の間、プランジャーロッドを駆動するためにこのようなバネを利用す
る薬剤送達装置を開示している。さらに、たとえば、貫通およびその後の注射などの異な
る操作の間は異なる力レベルを有するが、各操作の間には一定力を有することが、時に望
ましい。
【０００５】
　文献ＥＰ０　９５３　１２２は、このようなバネを開示している。この種のバネは、多
くの面で圧縮バネよりもよいが、それでも欠点を有している。このような欠点の１つは、
バネがプランジャーロッドの側面を平行に延びているため、プランジャーロッドにかかる
荷重が非対称であることにより、プランジャーロッドに屈曲力が及ぶことである。この屈
曲力により、プランジャーロッドが装置の他の部品と接するようにプランジャーロッドの
破損またはプランジャーロッドのたわみを引き起こしてしまい、プランジャーロッドの摩
擦の増加または詰まりにさえもつながる可能性がある。
【０００６】
　これらの問題に対する解決策は、文献ＵＳ２００６／０１８６１４３Ａ１により知られ
ており、ここでは、プランジャーロッドにかかる荷重が対称である。しかし、装置が数個
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の部品により構築され、各部品が異なる機能を実現し得るという点において、未だ改善の
余地がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　発明の簡単な説明
　本発明の目的は、コイル状のストリップバネの利点を利用するが、このようなバネを利
用する既知の装置の欠点を回避することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この目的は、独立特許クレームの特徴によって達成される。本発明の好ましい実施形態
は、従属特許クレームに記載される。
【０００９】
　発明の主な局面に従うと、薬剤送達装置であって、薬剤容器を収容するように配置され
るハウジングと、上述のハウジング中に配置され、薬剤の用量を放出するために、上述の
薬剤容器内に位置付けられた可動ストッパに作用することが可能な駆動ユニットとを備え
、上述の駆動ユニットは、細長いプランジャーロッドおよび、上述のプランジャーロッド
にかかる対称な荷重を付与するように上述のプランジャーロッドに作動可能に接続された
二重の背中合わせ荷重バネアセンブリ（dual back-to-back force spring assembly）を
含み、薬剤送達装置はさらに、上述の駆動ユニットに作動可能に接続され、作動の際に、
上述の駆動ユニットを解放することが可能なロックおよび解放機構を備え、ロックおよび
解放機構は、プランジャーロッドに作動可能に接続された保持部材、保持部材に作動可能
に接続されたロテータ部材、および、ハウジングに対して直線的に摺動可能であり、ロテ
ータ部材に作動可能に接続された管状始動部材を含み、保持部材は、ハウジングに固定し
て取付けられ、かつ、プランジャーロッドがそれを通って延在する概して管状のロック管
および、近位方向に向かって開いている半円柱として設計され、二重の背中合わせ荷重バ
ネアセンブリを収納する２つの台座を含み、ロック管は、プランジャーロッドおよびロテ
ータ部材の両方と相互作用するように構成された弾力性のロックおよび解放手段を含む、
薬剤送達装置を特徴とする。
【００１０】
　発明のまださらなる局面に従うと、前側表面および裏側表面を有する二重の背中合わせ
ストリップ材料、ストリップ材料は、外端を有するしっかりと巻付けられたロールに形付
けられ、予め張力がかけられており、巻付けられたロールの各々は、保持部材の対応する
台座中に載置され、互いに向かい合う裏側表面を有する各外端は、プランジャーロッドの
遠位端に取付けられた横方向ポストの各側面に取付けられている。
【００１１】
　発明のまだ別の局面に従うと、細長いプランジャーロッドは、外周面に複数の凹部を有
して配置され、上述の凹部は、長手方向に沿って列をなして配置されている。
【００１２】
　発明の別の局面に従うと、プランジャーロッドおよびバネアセンブリは、プランジャー
ロッドの近位端が、薬剤容器内で遠位端に位置付けられるストッパに当接し、かつ、スト
リップ材料の一部が解かれ、プランジャーロッドの各側面で平行に延在する、荷重のかか
った状態（loaded state）と、プランジャーロッドが薬剤容器内で近位端に位置付けられ
るストッパに当接し、かつ、ストリップ材料が巻上げられている、緩められた状態との間
を動くように配置されている。
【００１３】
　発明のまだ別の局面に従うと、ロテータ部材は、内側棚および内側溝を有する内周面と
、ロテータ部材の対向側に２つの経路を形成する多数の外側ガイドを有する外周面とを含
む。
【００１４】
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　発明のさらなる局面に従うと、ロテータ部材は、第１の径方向に内側に向けられた突出
部がプランジャーロッドの凹部内に嵌め込まれ、プランジャーロッドおよびバネアセンブ
リを荷重のかかった状態に保持するように、第１の径方向に外側に向けられた突出部と内
側棚との間の相互作用により径方向の柔軟な舌部を径方向に内側に押し込む、ロックされ
た位置から、第１の径方向に内側に向けられた突出部が、プランジャーロッドの凹部から
離脱し、プランジャーロッドおよびバネアセンブリを荷重のかかった状態から解放するよ
うに、第１の径方向に外側に向けられた突出部とロテータ部材の内面の内側溝との間の相
互作用により径方向の柔軟な舌部を径方向に外側に押し出す、解放された位置に回転され
るように配置される。
【００１５】
　発明のまださらなる局面に従うと、管状始動部材は、ハウジングの近位端から突出して
いる概して管状の近位部および、２つの長手方向に延在するアームを含み、長手方向に延
在するアームの各々は、第２の径方向に内側に向けられた突出部を含み、第２の径方向に
内側に向けられた突出部は、概して管状の近位部が薬物送達部位に押し当てられるとき、
上述の始動部材が直線的に遠位に変位し、ロテータをロックされた位置から解放された位
置に回転させるように、ロテータ部材の外面上の経路内に相互作用するように配置されて
いる。
【００１６】
　発明の別の局面に従うと、薬剤送達装置はさらに、上述のハウジングの遠位端を通って
延在し、かつ、上述の始動部材に作動可能に接続された近位端を有する安全ロック部材を
備え、上述の安全ロック部材は、始動部材が薬物送達部位に押し当てられるとき、安全ロ
ック部材が上述の始動部材にロックされ、始動部材が直線的に遠位に変位しないようにす
る、第１の位置と、始動部材が薬剤送達部位に押し当てられるとき、安全ロック部材が上
述の始動部材から解除され、始動部材が直線的に遠位に変位できるようにする、第２の位
置との間で可動である。
【００１７】
　本発明にはいくつかの利点が存在する。プランジャーロッドに作用する二重の背中合わ
せバネアセンブリの使用により、プランジャーロッドに対称な荷重が得られる。すなわち
、単一バネのようにプランジャーロッドに作用する屈曲力またはオフセット力が存在しな
い。したがって、上記のようなストリップ材料のバネの有利な特性および特徴が維持され
るが、非対称な荷重の欠点は存在しない。
【００１８】
　さらに、保持部材の、駆動手段の保持および解放を制御し、かつバネ機構を収納するた
めの使用は、保持部材にいくつかの機能が実施できるため、有利である。
【００１９】
　さらに、ロテータの、装置の機能および作用を制御するための使用も、ロテータの内面
および外面でいくつかの機能が実施できるため、有利である。これは、いくつかの始動お
よび解放機構が、ロテータおよびその構成によって制御されることを意味する。したがっ
て、ロテータ、保持部材および駆動手段は、ハウジング内に容易に設置され得る数個の部
品を有するパワーパックを形成する。
【００２０】
　したがって、始動部材は、装置の近位端に置かれ得、それにより、送達部位に押し当て
られたとき、用量送達が引き起こされる。したがって、これは、ハウジングから若干外側
に延在し、注射針を囲む針ガードを備えてもよい。
【００２１】
　より高い安全性を付与するために、始動部材は、ロック部材が動作していない限り始動
部材が装置の始動を開始できないように、安全ロック部材によってロックされてもよい。
これは、装置の作動が、始動部材を単に押すことによって不意に始まり得ないことを確実
にする。
【００２２】
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　本発明のこれらおよび他の局面ならびに利点は、以下の詳細な説明および付随の図面か
ら明らかになるであろう。
【００２３】
　以下の発明の詳細な説明において、付随の図面に言及する。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】分かりやすいように、ハウジング部を取外した状態の薬剤送達装置の斜視図を示
す図である。
【図２】図１の装置の分解図である。
【図３】図１の装置が備える部品の詳細な図を示す図である。
【図４】図１の装置の別の詳細な図を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　発明の詳細な説明
　本願において、「遠位部／遠位端」という用語を用いるとき、薬剤送達装置の使用の下
で、患者の薬剤送達部位から最も離れて位置する薬剤送達装置の部／端を指す。これに応
じて、「近位部／近位端」という用語を用いるとき、薬剤送達装置の使用の下で、患者の
薬剤送達部位の最も近くに位置する薬剤送達装置の部／端を指す。
【００２６】
　本発明は、薬剤送達装置であって、薬剤容器を収容するように配置されるハウジングと
、上述のハウジング中に配置され、薬剤の用量を放出するために、上述の薬剤容器内に位
置付けられた可動ストッパに作用することが可能な駆動ユニットと、上述の駆動ユニット
に作動可能に接続され、作動の際に、上述の駆動ユニットを解放することが可能なロック
および解放機構とを備え、上述の駆動ユニットは、細長いプランジャーロッドおよび、上
述のプランジャーロッドにかかる対称な荷重を付与するように上述のプランジャーロッド
に作動可能に接続された二重の背中合わせ荷重バネアセンブリを含む、薬剤送達装置に関
する。
【００２７】
　本願において、二重の背中合わせ荷重バネアセンブリという表現は、前表面および裏表
面を有するストリップ材料からなる２つのバネを備えるアセンブリとして定義される。ス
トリップ材料は、外端を有するしっかりと巻付けられたロールに形付けられ、予め張力が
かけられており、各巻付けられたロールは、ハウジングに固定された台座中に載置され、
互いに向かい合う裏側表面を有する各外端は、図２に見られるように、プランジャーロッ
ドの遠位端に取付けられた横方向ポストの各側面に取付けられている。ストリップ材料の
バネは、その動作の範囲に及ぼす力がほぼ一定力であるバネである一定力バネ、または、
増加もしくは減少する力要件に正確に合うように、信頼性のある可変力を送るバネである
可変力バネであり得ることがわかるべきである。
【００２８】
　図面に示される薬剤送達装置は、例示的な実施形態である。図１に示すように、ハウジ
ング１０は、薬剤容器１２を収容するように配置された近位部を備え、薬剤容器１２は、
その近位端に薬剤送達部材１４を有して配置されている。図示される例示的な実施形態に
おいては、薬剤送達部材１４は注射針であるが、マウスまたはノーズピース、ノズル、ネ
ブライザなどの他の種類の薬剤送達部材を用いてもよいことが理解されるべきである。ま
た、薬剤容器は、薬剤送達部材を取付ける取付手段を有するカートリッジであり得ること
も理解されるべきである。
【００２９】
　例示的な実施形態においては、細長いプランジャーロッド１６は、近位端が上述の薬剤
容器１２内の可動ストッパ（図示せず）に接した状態で、ハウジング１０中に配置されて
いる。プランジャーロッド１６は、外周面に複数の凹部１８を有して配置され、上述の凹
部は、長手方向に沿って列をなして配置されている。
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【００３０】
　例示的な実施形態において、ロックおよび解放機構は、以下に説明するように、ハウジ
ングに固定して取付けられ、プランジャーロッドに作動可能に接続された保持部材７０と
、保持部材に作動可能に接続されたロテータ部材３０と、ハウジングに対して直線的に摺
動可能であり、ロテータ部材に作動可能に接続された管状始動部材４８とを備える。
【００３１】
　例示的な実施形態においては、保持部材７０は、プランジャーロッド１６がそれを通っ
て延在する概して管状のロック管２０、および、近位方向に向かって開いている半円柱と
して設計され、二重の背中合わせ荷重バネアセンブリを収納する２つの台座５０を備える
。ロック管２０は、プランジャーロッドおよびロテータ部材の両方と相互作用するように
構成された弾力性のロックおよび解放手段を備える。弾力性のロックおよび解放手段は、
例示的な実施形態においては、図３の、２つの対向して位置付けられる、径方向の柔軟な
舌部２２である。各舌部２２は、第１の径方向に内側に向けられた突出部２４および第１
の径方向に外側に向けられた突出部２６を有して配置される。
【００３２】
　例示的な実施形態においては、二重の背中合わせ荷重バネアセンブリは、前側表面５３
および裏側表面５４を有するストリップ材料からなる２つのバネ５２を備え、ストリップ
材料は、外端５５を有するしっかりと巻付けられたロールに形付けられ、予め張力がかけ
られており、各巻付けられたロールは、保持部材の対応する台座５０中に載置され、互い
に向かい合う裏側表面を有する各外端は、プランジャーロッドの遠位端に取付けられた横
方向ポスト１７の各側面に取付けられている。さらに、プランジャーロッドおよびバネア
センブリは、プランジャーロッドの近位端が、薬剤容器内で遠位端に位置付けられるスト
ッパに当接し、かつ、ストリップ材料の一部が解かれ、プランジャーロッドの各側面で平
行に延在する、荷重のかかった状態と、プランジャーロッドが薬剤容器内で近位端に位置
付けられるストッパに当接し、かつ、ストリップ材料が巻上げられている、緩められた状
態との間を動くように配置されている。互いに向かい合う裏側表面を有するバネの各外端
が、横方向ポスト１７の各側面に取付けられているため、プランジャーロッドおよびバネ
アセンブリが荷重のかかった状態から緩められた状態に動くとき、上述のプランジャーロ
ッドへの対称的な荷重が与えられる。
【００３３】
　例示的な実施形態においては、ロテータ部材３０は、内側棚２８および内側溝２９を有
する内周面と、ロテータ部材の対向側に２つの経路３６を形成する多数のガイド３４を有
する外周面とを備える。図４に見られるように、各経路は、第１の長手方向に向けられた
経路セクション３６ａと、続いて、第２の傾斜した経路セクション３６ｂと、次に、第３
の長手方向に向けられた経路３６ｃとを備えている。第３の長手方向の経路の近位端には
、柔軟な舌部３８がさらに、近位方向に向けられて配置され、舌部３８は、近位に向けら
れた端面４０を形成するように楔形を有して配置されている。さらに、ロテータ部材は、
第１の径方向に内側に向けられた突出部２４がプランジャーロッド１６の凹部１８内に嵌
め込まれ、プランジャーロッドおよびバネアセンブリを荷重のかかった状態に保持するよ
うに、第１の径方向に外側に向けられた突出部２６と内側棚２８との間の相互作用により
径方向の柔軟な舌部２２を径方向に内側に押し込む、ロックされた位置から、第１の径方
向に内側に向けられた突出部２４が、プランジャーロッド１６の凹部（１８）から離脱し
、プランジャーロッドおよびバネアセンブリを荷重のかかった状態から解放するように、
第１の径方向に外側に向けられた突出部２６とロテータ部材の内面の内側溝２９との間の
相互作用により径方向の柔軟な舌部２２を径方向に外側に押し出す、解放された位置に回
転されるように配置される。
【００３４】
　例示的な実施形態においては、管状始動部材４８は、ハウジングの近位端からある距離
だけ突出している概して管状の近位部４６と、２つの長手方向に延在するアーム４４とを
備える。長手方向に延在するアーム４４の各々は、第２の径方向に内側に向けられた突出
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部４２を備え、第２の径方向に内側に向けられた突出部４２は、概して管状の近位部４６
が薬物送達部位に押し当てられるとき、上述の始動部材が直線的に遠位に変位し、ロテー
タをロックされた位置から解放された位置に回転させるように、ロテータ部材の外面上の
経路３６内に相互作用するように配置されている。さらに、始動部材バネ（図示せず）は
、始動部材４８とハウジング１０との間に配置され、始動部材４８を近位方向に付勢する
。
【００３５】
　また、装置には安全ロック部材５６も設けられる。安全ロック部材５６は、上述のハウ
ジングの遠位端を通って延在し、かつ、上述の始動部材に作動可能に接続された近位端を
有する。上述の安全ロック部材は、始動部材が薬物送達部位に押し当てられるとき、安全
ロック部材が上述の始動部材にロックされ、始動部材が直線的に遠位に変位しないように
する、第１の位置と、始動部材が薬剤送達部位に押し当てられるとき、安全ロック部材が
上述の始動部材から解除され、始動部材が直線的に遠位に変位できるようにする、第２の
位置との間で可動である。
【００３６】
　例示的な実施形態においては、ロック部材５６は、ハウジングの遠位端で通路から突出
している遠位端を有する作動ボタン５８と、２つの長手方向に近位に延在するアーム６０
とを備える。各アームは、始動部材４８の各長手方向に延在するアーム４４の遠位端面と
協働するように配置されている、第３の径方向に内側に向けられた突出部６２を、近位端
に備えている。
【００３７】
　装置は次のように機能するように意図される。装置がユーザに送達されるとき、薬剤送
達部材１４が設けられた薬剤容器１２は、好ましくは、ハウジング中に置かれ、始動部材
４８は、薬剤送達部材を囲む。
【００３８】
　薬剤の用量がユーザに送達されるとき、始動部材４８の概して管状の近位部４６は、た
とえば、注射部位などの送達部位に押し当てられる。しかし、始動部材４８の各長手方向
に延在するアーム４４の遠位端面が、安全ロック部材の対応する第３の径方向に内側に向
けられた突出部６２に当接しているため、始動部材４８は、ハウジング内へと遠位に動か
ないようにされている。
【００３９】
　したがって、ユーザはまずロック部材５６の始動ボタン５８を回転させなければならず
、それにより、第３の径方向に内側に向けられた突出部６２が動いて、始動部材４８の各
長手方向に延在するアーム４４の遠位端面と接触しなくなる。ここで、始動部材４８の概
して管状の近位部４６が送達部位に押し当てられると、第２の径方向に内側に向けられた
突出部４２は、傾斜した経路セクション３６ｂに作用し得、次に、内側棚２８が動かされ
、ロック管２０の柔軟な舌部２２の第１の径方向に外側に向けられた突出部２６と接触し
なくなるような角距離だけ、ロテータ部材３０が回転される。次に、第１の径方向に外側
に向けられた突出部２６が、柔軟な舌部２２が径方向に外側に自由に動くように内側溝２
９内へと動かされて、第１の径方向に内側に向けられた突出部２４がプランジャーロッド
１６の凹部１８から脱離することができ、さらに、二重の背中合わせバネアセンブリから
及ぼされる力により、プランジャーロッド１６が近位方向に付勢されるが、この動作は、
第１の径方向に内側に向けられた突出部２４が凹部１８上を摺動するときの音によって示
され、この動作により薬剤容器１２のストッパが近位方向に動かされることによって、薬
剤の用量が薬剤送達部材１４から放出される。
【００４０】
　用量が送達されると、舌部２２からの音が終わることによって示されるが、装置が用量
送達部位から取外されることにより、始動部材４８が始動部材のバネによって近位方向に
付勢される。始動部材４８の近位方向への移動により、第２の径方向に内側に向けられた
突出部４２は、第２の径方向に内側に向けられた突出部４２が近位端面４０を通過し、始
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動部材４８が用量送達部材１４を囲むまで、ロテータ部材３０の舌部３８の楔形上を摺動
する。それにより、始動部材４８は、遠位方向に再度動かないようにロックされ、用量送
達部材１４は、たとえば、薬剤送達部材が注射針のとき、装置を取扱う人が不意に針が刺
さることによって負傷する虞がないように保護される。
【００４１】
　例示的な実施形態においては、薬剤送達装置は、使い捨て自動注入装置である。使い捨
て自動注入器の意味は、シリンジに封入された１回分の薬剤を送達するように構成された
、非充電可能な（non-rechargeable）、バネ仕掛けの装置であり、シリンジの意味は、送
達部材として針を有する薬剤容器である。
【００４２】
　上記に説明し、図面に示した実施形態は、単に発明の非限定的な例としてみなされるべ
きであり、特許請求の範囲内で多様に変更し得ることが理解されるべきである。

【図１】 【図２】
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